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保健体育科学習指導案

事成2 3年（2 0 1 1年） 6月1 6日（木） 第4時限

中学校 グラウンド

指導教愉

教育実習生

第1学年3 ・ 4純男子（3組1 5名、 4組1 5名、計3 04!.)

1 単元名・小単元名 陸上競技・9レ」

2 単元の自律

パトンパスなEの基本的な技能を身につけると共に、 記録向上に主る喜びゃ蹴争の楽しさを味わうこ

とが出来るようにする．

［技能1

チームでの役割を自覚して、 積損的に授業へ種参加し、仲間と教えあい協力できるようにする．

【学び方I

自己やチ｝ムの繰胞を見つけ、際題解決を目指し、練習方法轄を工夫した活動が出来るようにする。

ui皮1

3 単元股定の瑳由

( 1 ）教材観

陸上続技には機々な種目があり、それぞれ特徴を持っている．今回のりレー走について考えると、

パトンパスなどの技惜習得や、 リレー走についてのJレーノレを学び自己の能力に応じた限聞の速成

に取り組み、 純う脱技である。 また競争すること楽しさや、 百E億向上による喜びを味わうことが

出来る。 個人競技と首われる陸上院技の中では数少ない団体競技であり、 生徒同士やチームの仲

間と協力することの大切さ在感じることが出来る。

(2）生徒観

本学年の生徒i士、 真面目な姿勢で常に授業へ臨んでいる． 運動が好きで技術向上に対して頑張る

生徒が多いが、 その中で迎く走ることが普手であっても努力する前向きな生徒もいる． 与えられ

た腺題に対して、意欲的に取り組む姿勢が見られる． ほとんどの生徒がりレー走を小学生の時に

経験しているが、ノレ｝ノレに関してはあまり知臓がない。

(3）指噂観

テー クオ｝パーゾー ンにおけるパトンパスについてのJレー ルや方法を学ばせた後、 生徒同士で練

習を繰り返し、 走り出しゃパトンパスのタイミング、 ポイントを掴ませたい。 また、 タイム測定

における測定方訟を学ぱせ、各個人の役割を自覚し、 スム ーズに？イム測定が行えるよう生徒聞

で協カさせたい．






